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令和５年度宿毛市教育研究会の活動が始まりました！ 

５月８日（月）に文教センターにおいて、４年ぶりとなる宿毛市教育研究会総会が開催さ

れました。 

総会では、鎌田 勇人教育長が「改正教育基本法や教育公務員特例法では、教員は絶えず

研究と修養に努めなければならないとなっており、研修は教員の責務である。宿毛市教育研

究会は、自分たちが自らすすんで研究を行うための組織である。こうした本来的な意味を再

確認し、先生方それぞれが意欲的に研究に励み、先生としての資質、指導力の向上を図って

いただきたい。」「先生方にはすべての子どもたちを徹底的に大事にしてほしい。学校、保

護者、地域のみなさんが笑顔で幸せを感じながら成長できる一年にしていこう。」と挨拶さ

れました。 

 また、森 和也会長からは「新型コロナウイルスの影響により、今までになかった学び方

が実現可能となったため、これまで以上に自由な発想で学習を展開していく必要がある。一

人ひとりに配付された情報端末機器を道具として活用し、学びを深めていくということが問

われている。ツールとして使うことが目的ではなく、どのように活用していくのか、どんな

力が身に付くかをより一層考えていかなければならない。」とのお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

総会のあとは宿毛小・中学校に移動し、各研究会が行わ

れ、組織づくりや一年間の研究の方向性、具体的な活動内容

等について話し合いました。 

今年度の研修日は、６月１日（木）・１０月２０日（金）

の２回となっています。各研究会の研究主題に沿った研修が

深まり、他校の先生方との交流や小中の連携等がさらに進む

ことを願っています。 
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令和５年度市教研 各研究会役員及び研究主題一覧 

今年度の各研究会の役員と研究主題です。１年間、よろしくお願いいたします。 

研究会名 
役       員 

研 究 主 題 
会長（理事） 副会長 事務局 

宿毛習字の会 
能津 利尚 

（宿毛中） 

松本 ミヱ 

（宿毛中） 

畑山 幸穂 

（片島中） 
技術向上へ向けての相互交流  

算数・数学 

教育研究会 

今津 一志 

（咸陽小） 

今倉 保司 

（東中） 

加藤 大輔 

（宿毛小） 

算数･数学における思考力・表現

力を高める指導の工夫  

社会科教育 

研究会 

浜口 和彦 

（片島中） 

山上 真奈美 

（宿毛小） 

岩瀬 浩通 

（小筑紫中） 

地域の暮らしを知り、授業に生か

す 

科学教育 

研究会 

大橋 更三 

（大島小） 

福田 稔 

（小筑紫中） 

沼瀬 直哉 

（宿毛中） 

思考力を育む理科教育の創造～主体

的・対話的な深い学びを目指して～ 

外国語教育 

研究会 

山下 花 

（片島中） 

山下 幸甫 

（小筑紫中） 

岡林 優 

（東中） 

小中連携における児童・生徒の英語による

コミュニケーション能力を育成する実践研究  

音楽教育 

研究会 

森 和也 

（小筑紫中） 

竹内 治代 

（小筑紫中） 

横山 江梨 

（片島中） 

子ども達がいきいきと活動できる

音楽教育をめざして 

体育教育 

研究会 

岡田 悠 

（大島小） 

田辺 雄太 

（小筑紫小） 

遠近 良太 

（山奈小） 

関わり合い、出来るよろこびが味

わえる体育授業  

生活科・総合 

教育研究会 

横山 茜 

（宿毛小） 

石川 有紗 

（宿毛小） 

嵐 ます子 

（宿毛小） 

子どもたちが主体的に学ぶ生活・

総合  

造形教育 

研究会 

中平 律子 

（小筑紫小） 

坂本 祥子 

（大島小） 

松田 香恵 

（小筑紫小） 
創造力を育む造形教育の研究  

特別支援教育 

研究会 

森 健二 

（橋上小） 

段松 淑子 

（宿毛小） 

吉村 真弓 

（宿毛小） 

子どもができることを増やし、達成

感をもつことができる教材研究  

学校保健教育 

研究会 

黒田 春菜 

（平田小） 

弘田 美奈 

（宿毛中） 

黒田 春菜 

（平田小） 
より効果的な保健指導をめざして 

学校事務 

研究会 

東 夏輝 

（咸陽小） 

岡﨑 幸恵 

（片島中） 

髙橋 美幸 

（大島小） 

共同実施体制を通し宿毛市の学校事務

の質の向上を図り、学校経営に寄与する 

情報処理教育 

研究会 

橋本 奈々 

（平田小） 

山下 久美 

（平田小） 

小松 美晴 

（宿毛小） 

情報機器を活用した教育活動の

研究  

学校造園 

研究会 

西本 貴俊 

（東中） 

河原 隼人 

（橋上小） 

吉福 巧 

（宿毛中） 

児童生徒にとって望ましい学校造

園のあり方  

 



第１回宿毛市道徳教育推進委員会  

５月１８日（木）に第１回宿毛市道徳教育推進委員会が行われました。今年度の道徳教育

の担当者が集まり、道徳に係る各校の状況や課題、今後の方向性等について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 
 

◆宮﨑 奈苗 指導主事（西部教育事務所）による講話から一部抜粋 

道徳教育推進教師を中心とした指導体制の確立に向けて 

①年間指導計画の工夫   

…管理職の参加による指導や他の教員とのティーム・ティーチ 

ング等の協力的な指導、自分の得意分野を生かした指導  

等、教職員が協力して指導にあたることができるような年間  

指導計画を工夫する。   

②授業を実施しやすい環境を整える 

…校長の方針の下に道徳科で用いる教材や図書の準備、掲示物の充実、教材コーナ  

ーの整備等を教員で分担して進める。 

③小学校・中学校間の接続を意識した取組み 

…近隣の学校と連携し、互いに授業参観して学び合い、意見交換を行う、授業に参加  

する等、計画的な学び合いの場を設定することで、授業の質を高める。 

④道徳科に関する情報提供、援助   

…授業を実施するうえでの悩みを抱えた教員の相談役、情報提供による援助を行う。   

⑤道徳科に関する授業研究の実施  

…道徳科の情報公開、情報発信等を積極的に行う。 
 

★道徳科の評価について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→他者との比較ではなく、児童生徒一人ひとりがもつよい点や進歩の状況を積極的に評価  

しましょう。道徳科においても、他教科と同じように指導と評価の一体化が重視されます。 

→授業で設定したねらいにどれだけ近づけたか等の達成度で評価するのではなく、その生  

徒が授業でどのように学んでいたかという学習状況を評価しましょう。一人ひとりのよさを 

認め励ます個人内評価を行うことが大切です。 

 

 

評価とは・・・ 

教師・・・指導の目標や計画、指導方法の改善・充実に取り組むための資料となるもの  

児童生徒・・・自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくもの 

 

第１回目の宿毛市道徳アンケートの結果は、クロムブックの共有ドライブ 

から閲覧できます。授業づくりや校内研修等でご活用ください。 



第１回宿毛市キャリア教育担当者会議 

5 月２２日（月）に第１回宿毛市キャリア教育担当者会議が行われました。 

開会行事では、小島  ふみ子会長（山奈小学校長）が、「これまで宿毛市は先進的にキャリ

ア教育を推進し、子どもたちが生きる力を身に付け見通しをもって生活していけるように取り組

んできた。ぜひ目の前の子どもたちをどのように育てていくのかを知恵を出し合い、宿毛市の子

どもたちがより未来に向かって生きていけるように力を尽くしてもらいたい。」と挨拶されました。 

また、今年度の取組計画について、横山  昌二教育研究所長からは、「宿毛市はキャリア教

育について、平成２５年に県の指定を受け３年間取り組んだ。指定の期間から今年で１１年目

となる。今年度についても、３つの柱を中心に進めていきたい。しかし、近年とくに新しい先生が

増えてきており、「キャリア教育とは」という基礎的な部分から改めて研修していかないと、学校

全体で取り組むことは難しいのではないか。各校でキャリア教育について意思疎通を図りなが

ら、少しでも子どもたちが５つの力を高められるように進めてほしい。」とのお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、小中において連携した取り組みを行うために、中学校区ごとに情

報交換を行いました。各校のキャリア教育に係る計画等を基に、児童生

徒の実態や課題、今後の取り組みの方向性等について確認しました。 

情報交換から 

○子どもが書いたキャリアノートをうまく活用して、自己の成長の自覚   

につなげる。「宿毛のキャリア教育」（緑色の冊子）の中のチェックシート等を活用する。 

○コロナ禍で地域に出られなかったので、今年度は地域に出て郷土愛を育む活動を行う。 

○小学校の課題が、同じように中学校でも見られる。今後は、難しすぎず簡単すぎず、ちょっ 

と頑張れば届きそうな目標を設定することで、成功体験を増やし、意欲の向上につなげる。 

○少人数のため、学年によって差はあるが、共通して人間関係づくりが課題である。今年度  

は、いろいろな行事で外部の人とかかわる機会を増やす。 

○キャリアノートについて、５枚以内という原則があるので、子どもにとって印象に残っている 

こと、力がついたと思うことを中心に精選していく。 

○キャリアノートの子どもの記録が書きっぱなしになっている。それでは自分の考えしか残ら  

ないため、効果が半減する。教員が少しでもコメントを入れるようにすべきではないか。 

めざす子ども像 

 ふるさと宿毛を愛する心を育み、夢や志を抱き、かなえるための力(※)が身に付く子ども 

（学びを振り返りながら、自身が身に付いた力を自覚し自尊感情を高められる）  

※「かなえるための力」：基礎的・汎用的能力  

①かかわる力：人間関係形成・社会形成能力 

②みつめる力：自己理解・自己管理能力 

③やりぬく力：課題対応能力 

④かなえる力：キャリアプランニング能力 

⑤ふるさとを愛する心：郷土愛 


